
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、4か月児健康診査の講話でお伝えしている内容です。 

この時期に大切な育児のポイントについてお話します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・今は、体重が増えるだけでなく、脳や心臓をはじめとする臓器、骨、筋肉など、身体の様々な機

能を成長させる時期です。 

・小児科等で計測する機会に、母子健康手帳の成長曲線で確認しましょう。成長曲線の色が

ついている範囲内で曲線のカーブに沿って身長や体重が伸びていれば順調に成長していま

す。 

・生後 3か月で赤ちゃんの体重は約２倍になると言われていますが、個人差があります。心配

があれば相談ください。 



 
 

 

ポイント 

・生まれてすぐは、ただ寝ているだけだったのが、頭を持ち上げ、寝返りをし、手でか

らだを支える等、自分自身の意思でからだを動かすことができるようになります。 

・成長発達には個人差があり、順番通りにいかない場合もありますが、異常というわ

けではありません。 

・「いつ何ができるか」ではなく、「全身を使ってバランスよくからだを動かす」ことが

大切です。 

・うつぶせや寝返りができていても、からだが反っていないか、左右対称に動かせて

いるかを確認しましょう。 



 
 

 

 

 

 

 
 

 

ポイント 

・足は自然な「M」のかたちになるようにしましょう。 

・足を無理に広げたり、伸ばしたりすると股関節脱臼になる恐れがあります。 

・からだをぴったりくっつけて、反りすぎないよう、まっすぐ抱っこしましょう。 

ポイント 

・うつぶせ遊びは、今後ずりバイや一人座り、ハイハイをしていくためにとても大切です。 

・無理なく、短い時間から少しずつ時間を伸ばしていくようにしましょう。嫌がれば止め、繰り

返し行いましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・5か月を過ぎると、からだがしっかりしてきて、いろんな遊びができるようになります。 

・五感を刺激し、様々な感覚を高める時期です。おもちゃを使うのもいいですが、親子でで

きる遊びも取り入れてみましょう。 

ポイント 

・子どもの体や脳の成長発達の基盤は生活リズムです。 

・生まれたばかりの頃は、昼夜関係なく寝ていましたが、この時期になると、日中に起きている

時間が増えてきます。 

・少しずつ「昼起きて、夜眠る」という生活リズムをつくっていきましょう。 



 

 

 ポイント 

・赤ちゃんは、泣いたり、声を出したり、視線を合わせたり、様々なサインを出して、大人とコ

ミュニケーションを取ろうとしています。子どもからのサインに対し、まずは受け止めて色々

な声をかけましょう。 

・受け止めてくれる大人がいると安心感につながり、また色々なことをやってみようという

意欲にもつながります。 

・ママだけではなく、パパやおじいちゃん、おばあちゃんとも役割分担をしながら、一緒に子

育てしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポイント 

・ 今後の生活のこと、どんな家族をつくっていくのか、経済的なこと、育児のサポー

ト、仕事復帰についてなど家族で話し合う機会を設けましょう。 

・ 産後のからだの回復には個人差がありますが、お母さんのからだの負担を考え

ると、産後 1年間は妊娠を控えることをお勧めします。避妊についても家族で考

えましょう。 

・  

母子包括支援センターとして、南北地域保健課では、地区担当保健師が中

心となり、妊娠期からの切れ目ない支援を行っています。 

次回は 9～１０か月児健康診査です。その間に気になることがありましたら、お

気軽にご相談ください。 

 


